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1・二 三 の 爾 璽 壇 の 翠 結 昂 φ 偏 光 に よ る分 鰐
しK.Namynnswamy,Tim.Farad。
yC.,31,141].一2(19x5).
K・輪Dah及Guhaに{JefL/3無機 硝 酸 鹽 水 溶 渋 の
紮 外 吸敵 幇 .は女 の 知 き光 分解 に よ る もG)であ る・
}《Q♂一レKQ♂十Q〔3P)一81kc乳L(3bOmｵ)
冠0も'一のNO～十 〇(ID2)一】24.kca1.(230mN)






























τは全然活性を有せ躔 もの と.せられτゐ.る嫌 な右揉.
である6
然らば坦…等種 相々反する結果を生争る本翼的な原
の　 　 　 　




められ・從つて之から船 する皖 郵 二9・f・;な
薄暎が景大の鹹 能を拮つ親 輪 喞 ち祠媒勧




τ正 しきや咨やを臉 し.以τ荊逑iの種 々棺反する箕




































? 抄 鏤 第10譽
合にrま殆ど觸喋～舌性力霍篝2めらr1Lなカ・つたりゴヌ或 る
栂合にによ～觸腰能力を示 した りするのは全 く簿膜
調製時の云斯吸敢量炉爾に於サる幅の狹い樋大嶺域
にあるか否か畳遇 因するもの聯 る・界僻 騨 の













3,酸水素 湿 舎 龜體 の邏 鎖 反 腫 に尉 す る






















1.. riiv 11翰 ユ丶 i! w一レr} i 、ノニ 劃
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r
加させる事が朔 る・併 しなが.らそ・れがかなり遽 き實
驗}と於てs誘導期聞あある.事を躍めるのである..・第
二置は器壁に吸着 されt.a永素の影響を示す.6ので











4.彊隊 性 運移 と餌 媒能d7,
¥iに よ るCO及C2H4め 水 素 化,
































物 理 化 学 の進 歩Vol.10.No.1(1936)
第.童.輯 抄 49
5..タ冫 ゲ ス テ 冫 上 の 水 棄 め 麟
J.li.Roixcts,Yrac.Roy.Sac.[A),152,
44一一63(1035).






















nとすれば,此吸着はW原 子1個 に對 し永素原子1個

























6.タ ン グ ス テ 冫上 の 酸 騫 の 吸着 濮
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醗 抄 鏤 第10卷














固雌 に對 す る五斯 の收 容 係 數 め概 念 はKnudscn
〔AprLPhysik,54,..693(1911))によb熱 の 交 換 を測
定 す る こ と に よ ケ初 め τ導 か れ た の で あ る一.重金 風
例 へ ばPし の 如 き表 面 にH2が 吸 着 す る 時 の 收容 係
數 は 斈 温 に て はO・22`・llOI〈1ご.ては、O・37と.増加 し・
負 の温 度 係 販 を有 しτ ゐ る・ 斯 る亭 貰 はBiodgett
及Langmdir〔PhYs.Rcv.,40,78(1932)⊃に ょbτ
も認 め.られ て ゐ.る← 上 記 の事 箕 は吸 管 贋 に 三 つ の 型
式 即 ち 室 温 附近 に で は 水 素 は原 子状 に吸 着.し.,渋憾
空 氣 の 温 度 に て 縁分 子駿 に吸 着 す る二種 類 が存 在 す
る こ とを婆 求 す る.然 らば 果 して 斯 る事 簑 は 水 素 の
待 性 的.なる.もの で あ ら5か ・ 著 者 は,茲 に於 で 、.斯る
疑 同 を 明 か にせ ん と欲 し.12e-4bOOKl;於け る繊
線 に ょ る水 素 の 牧 容 係 鼓 を測 定 した・
収 容 係 吸 の計 算 は 次 式 に よ.つて 行 は され る・
。=〆2・Ilkμ×1b7xW・/τ
"k133零(β 十」ハりP〔T-Ta)
但 し・ 叩:分 于 ② 賓 钁ヒ(水素e3・3:7xlO-tg9)k;Boltz・
man囗恒 數 〔1、371×10-leergS/deg;)d:鐵線 の 直
徑(0,0128rm).?:歴力(m由)T3繊 懐 の 温 度 覧=
爨 釁 鍛乱こ廣;秒蟹漸灘ll
で 表 は され る分 子 に就 τ の恒 容 に於 け.る此 熱6=
1.靱46bKに於 で)叉 β`Li44(273『Kに於 て)
爾 壓 力 はP,一1「:i.0。×IQ/7・28d)(T,一Te)なる式1
但 し・.)・o.;273。K・.760mm・に於 け る干 均 自 由行 程
(永乗 に對 してiま.LSxlO-km,















研 究 者 表 面 表面の温度 。ti
誕
1:nudsen Pヒ. 2i8 0:315
Iinuden P: zrz ｰG
S。ddy邑1忙 ヒrア Ft 12i .2i




Hロgha&Be資m r, 43i .?5



















































で甑 斯め分布saく ・吸酬 粒子の鱒 導度の彰
響 も少な く.して急迚吸着の場合を除いτは吸賓の徴
























第 二 圖 は.しめたる後績げてな
ロ
a」L'一 ・・一一一一一一一 一
せ る もの で あ る.茲 に
aの ㎞P酪kpointはb
b___f㌔ 一 一 一「 一一rの.そ.れ よ り も大 な る.こ




9.{蓬匪 常 温 に 於 け るZnO及 び
ZnO・CttOiの亙 斯 吸 着 熱
W・E.Garner&RJ・Ve司,∫・Chem・
Soc..14S7一一一95(.1.93b).
酸 化 物溺 雅 の 水 素又 は一 酸 化 炭 素 の吸 着熱 は 低 暹
の塘 合 と高汲 の揚 合 とに於 い て著 る し く異 つ τ 居 る
例 へ ばH・S・Ta)'Lor及びSick皿an【∫・Am,Chem・
SOC.,54,6〔隠(1932)】はZnO.の 永 粟吸 瞭熱 は低 澤
「『ヒま1・1Kcaitmolでζらる力詈4500KでEま21K(a監な
る事 を 見 幽 して 居 る・ 從 つ τ 異 な つ た 二型 の 吸 着 操
.作が 考 へ.られ る・ 一 つ はv'andeT"taalsの吸 温 他
の 一 つ は 所 謂 活 性 化 吸 着 で あ る.多 くの實 驗 に依 つ
て 之 等 め 吸 著支 斯 は 眞 空 に す る ご とに よつ て その 儘
の牀 態 で駐 着 し得 る事 が 知..られ て居 る。 然 し第 三型.
と しτ不 可邀 的 毀 着 が あ る,之 はGarpm及9tKing・
]nan.【「1'τans.Fatad.Soc.,27,322(1931)】に{交っ
てZnO・Crρ3に よ る水 瓢 は一 酸 牝炭 素 吸 著 の際.
に見 られ た・ これ は 吸 特天 斯 と吸 箸 鯖 との 問 の琵 學
變 化1二よ る もの.と考 へ られ ろ・ 著者 等 はZiD.及 び





















物 理 化 学 の進 歩Vol.10.No.1(1936)
,













10・食 興 .を題 して の 瓦斯 の 翆徹(π 〕



























c"Lを得 τ ゐ る.r李)






















現象が遍耡 に起る・Fの期 鵬 梯騨 櫛 れて
ゐる間でも豊酸化暎は徐々に溶解し,'淦に1ま震壊き
れると假驚して.読明される・故にもし:拳中で{電流を






























雛 をそ:媒・雕 レ 或睡 脳 轡 合は黙
に侠つて灘 した鋪 戯 恥 ・ら・除糞齢 るから
不働態1;塗.3時周が六になn・或強さ以下の電流F
は不膿 に.な.らない・以上の實驗喋 果雌 め鱗
¢揚合と同醸著者の表面暦覗によつて設明.される謬
である・.(一柳)









著者購 硫酸残辱‡囃 ア・毛旨ウム溶確を夫 々金
白金及ベヲヂ ウみ.等.を陽極 としτ竃解する時の魂象







器鯲 τも瑚 辱 ものであ蚤・併し⑰ 現粂と電
ゆ 琳 と臨 蘇 で.約Soocusl・於τ}竕飆
象を勸 な供.wεhh・1傚巣ぬ ま勘 得.るの勧
　の
つ て7吐 黠 ..IDttemlgse;やBgSFh等の 意 見 とは 反對
であう・客 .W'。hpclE..嫌1二ti瀘scpma界もない・
ae榧分散は火鰍 励U;で 腱 る.⇒・らiCbhl-
SdfiEttetの假説の樣.L;・火花?醯 化膜が分散 さ.れる
.、ξ私 考へ眠 レ餌 い・
この時起.る電流の脈動的變化と電解分歡の間に關
鰹 φ.稗脚 れ壁 尹堵 へ繍 め6'「Si二.鯉シ
b=.Pt'7)'itemひて見≠:導線 雕 分散が聯 時
には常に電解電瀬 輙 勒電漁 こなつて居る事がわか
つ た・ 而 しτ,そ の脈 流 の 形 が."'ehnclt茲果 の 時
とは全 然 異 な る事 を 知 つ た・
'こ.の直 流 が 脈 流 に 換 は るの は ,陽 極 ネ 働 化 現 象 の
縞 果 と しτ設 明.され る.かも知 れ な い,帥 ち陽 饒 金騰.
表 面 に繕 緑 性 簿 膜 が 遍 鶏 的 に 幽楽 零 り破 れ た りす る
の か も知 れ ない ・
金 の 陽 樋 を用 ひ て,2N.の 硫 酸 ア ン モ 昌 ウ ム漕 液.
で,.50『C,110V.0,3amptcmL'と云 ふ 傑 件1;於て は
NVehtielt効果 に 依 る脈 流 の振 動 教 は1秒r一:rOoo囘を
示 した・ 而 して.この 一揖 動 毎1:;1)「10-4coulomb流.
れf;事に な る.こ の 時2UH一 喋.H:0十 〇+29
と考 へ る と,各 一 脈 動 毎 に3.Oxle1壱個 の酸 素 原 子
が 發 生 し た嗔 に な る・ この 時 の 陽趣 面 積0・3cmt上
の 金原 干 の 歎 は4xlouと な るか ら,大 略金 厚 子 一
ゆ
個に野 しτ,酸 素原干一便の劇合 となるか ら,電解
電流の噺績現象の原因を陽極表嘩に於ける酸素の一














15。下 水 中 に 祥在 す る コロ イ ドの量 と性 貿
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は物理的作用が圭 となるもの と考へ られる・(桐田)
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